
英語多読
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絵本ないし の直読から始める 英語学習法

田 中 経 彦

研究会方式の多読を ヶ月実施

した時

た。

多様な

キーワ

平成

点で，参加者 名中 名の読

高得点者（ 点）から

英語力の学生に同時に行える

ード

多読， ，速読訓

年 月 日から，開始した

速が毎分 語以上（

， 点以下の者（毎分 語

有効な進度別学習法でもある

練， ，

「英語多 は常識である

点取得者の平均読速）にな

から倍増）まで読速を改善し

らしいことが示された。

。多聴は随分，インターネッ

っ

，

ト

読授業

の現状

である

る。筆

情があ

た。こ

助教授

び日本

」（外国語センターパイロッ

と成果について，山口大学の

と関連づけながら中

者は英語教員ではないが，い

って「英語多読授業」をするこ

の英語多読は，電気通信大学

が主宰する 英語学習法

多読学会の方式（以下

ト講義）

卒業要件

間報告す

ろいろ事

とになっ

酒井 秀

研究会及

英語多読

により環境が

に慣れさせ英

せると，多く

が，多読は意

考えられて

システムは，

となく継続

「英語を英語

整った。多読に関しては，英

語の処理能力を総合的に向上

の英語教師が効用を訴えて来

思の強い秀才のみ可能なもの

きた。その点 英語多読法

普通の人でも途中で投げ出す

できるように工夫されている

として読めないから読まない

語

さ

た。

と

の

こ

。

。

法と呼

して行

らは

科学省

に採用

重な

施し

ぶ

った。ちょうど 月上旬に山

「 を活用した英語教育

「特色ある大学教育支援プロ

されたので，その初年度交付

部で教材となる本 冊を購

たのである。 年前，山

を英語教育に導入したのは

）に準拠

口大学か

」が文部

グラム」

予算の貴

入し，実

口大学で

，既存英

読まないから

い。」という

では，受験者

能力が分ると

欲を引き出せ

ただし，長文

でありそうな

すれば

永遠に英語を英語として読め

悪循環から抜け出せる。

の大よそのコミュニケーショ

いうことから，自発的な学習

れば好循環が起こるであろう

問題でもビジネスや日常の場

内容が出題される。速読訓練

の点数は上がる。しか

な

ン

意

。

面

を

し

語教育

大胆な

「

の学生

結果を

する」

か。英

システム（特に単位認定面）

改革として，文部科学省も評

であれ他の何であれ，

の英語コミュニケーション能

出せる英語学習システムモデ

ことを期待した予算交付では

語学習において多読，多聴は

に対する

価して，

般レベル

力向上に

ルを創出

なかろう

必須なの

の問

に長い原書を

の高得点者が

しもそうで

数が上がれば

多読を試みて

人でも増えて

題に出るような長文よりはる

読む意欲（ 能力）を，

全員持っているかというと必

はないようである。 の

「これでいいのだ」と満足せ

原書を次々読んでいく学生が

欲しいものである。大学の英

か

ず

点

ず，

語



教員の

対策だ

方々は， の点数向上

けでなく，学生が英米文化へ

大学教育 第 号（ ）

が，就職

の関心を

音声教材を無

速度のニュ

償で提供している。普通の発

ースが聞き取りにくければ

語

，

持つき

う。私

私もそ

．

への

っかけとなることを望んで

の英語に対する理解は非常に

うあって欲しいと切に願う。

落第対策から多読

道

いると思

浅いが，

授業開始

分 語の発

ニュース，ト

イルを自分

は台本付きだ

通読する力を

短かい。北岡

というゆっくり目の

語で易しい語彙で編集し

ピックスがあり，無料音声フ

のパソコンに保存できる。

から多読にも使えるが，原書

つけるにはせいぜい 分程度

俊彦氏に紹介されたのが，

毎

た

ァ

を

で

そも

が点数

と，イ

ようと

恵まれ

面

波ラジ

た

そもは保健学科の英語が不得

不足で を落第するの

ンターネットで使える副教材

していた。全ての学生が英語

た環境にあった訳でなく特

でついていけるか心配であっ

オで聞こうとしてなかなか聞

を，インターネットで捜す

意な学生

を防ごう

を紹介し

に関して

に

た。昔短

けなかっ

と，

英語学習法

多読法と略す

般の多読は

あるのに対し

の様だとのこ

井 秀電気通

長）が工夫し

まとめた多読

研究会の多読法（以下 英

）であった。北岡氏の言では

「言うは易く行なうは難し」

てこれはかなりの人が実行可

とだった。 英語多読法は

信大学助教授（日本多読学会

た多読法である。酒井助教授

原則 辞書を引かない わ

語

，

で

能

酒

会

が

か

（管

コモン

イトが

訴え，

してい

設以来

られた

紹介を

理人北岡俊彦氏：合資会社

ズ）

見つかった。 は

補助教材や利用法について親

る。サイト管理人の北岡俊彦

関係していた の運営

後，正統的な英語学習法と学

インターネットで目指され

エデュ

というサ

の活用を

切に説明

氏は，創

から離れ

習材料の

ている。

らないところ

止めるに従え

めるようにな

とができるよ

ろな本を読み

味が浮かび上

らない単語は

に引け（それ

は飛ばす つまらなくなった

ば誰でもペーパーバックスが

る。正確に言えば「読み通す

うになる」であろうか。いろ

通していくとそのうち単語の

がるというのである。対して

推測してから英和辞書をこま

と単語の意味をすぐ忘れるな

ら

読

こ

い

意

「分

め

）」

夫早稲

ている

中学高

しても

であり

学習時

として

を故北岡靖男氏と共に作っ

田大学元教授が， に

「英語学習の構造」によると

校大学の英語授業の実質的時

時間程度（英語のみ，訳

，英語が使えるようになるの

間約 時間近くには遠く

いる。毎日 時間勉強して

た 枝幸

寄稿され

，日本の

間を合計

読は除く）

に必要な

及ばない

も 年で

「分かるまで

ても我慢して

読 原則か訳

則でペーパー

は当然いる。

パーバックス

無理なので，

特徴である。

考えろ」「つまらなくても辛

最後まで読むのが偉い！」が

読 原則になろうか。精読

バックスが読める我慢強い人

では，多読 原則でいきなりペ

が読めるかと言うとそれは普

非常に易しい本から，読むの

絵本， 等を使

く

精

原

達

ー

通

も

う。

だけ学

な英語

のが，

ネット

に進歩

時間である。留学，英会話学

習できれば越したことが無い

を多読，多聴して吸収するこ

普通であろう。昔に比べれば

により，多聴学習環境に関し

し夢のようである。例えば

が普通の放送だけでなく台

校でそれ

が，自然

とに励む

インター

ては非常

，

本付きの

そして徐々に

万語と読んで

めるようにな

習法研究会

代表）による

学年末に

スを読むよう

本のレベルを上げて 万語

行くと，ペーパーバックスが

る。極端な例では， 英語

の古川昭夫氏（大学進学塾

と，中学 年生の塾生が 人

等のペーパーバッ

になったという。 英語学

読

学

，

ク

習



法研究

行者の

会のメンバーとの意見交換と

相談に応じるインターネッ

英語多読

，多読実

ト掲示板

点に及ば

には，とてつ

ない人をその向きに育成する

もなく費用と時間がかかると

の

わ

英語が

習えな

万語の

法を自

学生に

には，社

すこぶる不得意であった人も

かった人も本の語数合計

読破報告がされている。英

高得点者も参加している。

分でも試し効果を確信し，保

も本を貸し出していたが，大

会人が，

，英語を

万語

検 級，

この多読

健学科の

学全体の

かったらし

と日

力主義へ」）。

できるように

が千時間 千

必要だとされ

年で千時間

い（講談社現代新書「

本人の英語力，資格主義から

英語で 分コミュニケーショ

なるには，英語と接触した時

時間 千時間というスケール

る。 日 時間英語に接して

である。英語はスポーツ，芸

・

実

ン

間

で

も，

事

英語教

運動し

岩部浩

て，渡

予算を

る。

語に慣

育でこの多読を取り入れても

た所，山口大学の英語教育を

大学教育センター主事の

邉正大学教育センター長から

分けていただけることになっ

：英語を習う外国人が

れるために作られた本である。

らうべく

総括する

了承を得

幸運にも

たのであ

多読して英

番易しい

と同じでトレ

る。時間がか

間が取れるは

用対効果が悪

は言え某国

考にするが

験を重視す

点を越し

ーニングの繰り返しが必要で

かる。就職して学生時代ほど

ずが無い。基礎を築くには，

すぎるということであろう。

際大企業では， 点数は

， による面接

るようになっていると聞いた

てもしゃべれない本が読めな

あ

時

費

と

参

試

。

い
レベル

行形し

に分け

ト版，

もっと

の御得

．

能力

では語彙を 位にとどめ，現在

か使わない。語彙と文法のレベ

ている。内容は，童話，小説の

創作など様々で，従来スペイン

も売れていたが，現在は日本が

意様だそうである。

と真のコミュニケ

形，現在進

ルで数段階

ダイジェス

語圏の国で

世界で 番

ーション

人もいるから

味は何であろ

別に開催され

格を与えられ

が 分インタ

の

評価員と評

である。 点を超すという

うか。 点を超した受験者

る の試験

（ ）の受験

る。訓練された

ビューし，その録音をさらに

がチェックして最初

価が合わなければ，第 の

意

は，

資

第

の

科書を

学教育

く説明

単に再

動的な

については，山口大学の

作られた宮崎充保国際センタ

創刊号 （ ）にす

されているが，読者の便宜の

説明する。 は，

の

英語能力 と

教

ー長が大

でに詳し

ために簡

略称で受

につい

た評価方法

組織，国際コ

ば， 段階の

れる

である。最高

限 点を取

が録音を聞いて判定するとい

である。 の日本での運

ミュニケーションの解説によ

レベルの内，レベル に評価

は極めてまれだそ

レベルは高等教育を受けた

に相当する。 は，「最

れないのは英語の基礎が不

っ

営

れ

さ

う

低

分

て

しいア

人，鳥

始者，

英語を

るそう

点満点で試験する。 代以上

ポロ月面着陸中継の同時通

飼玖美子立教大学教授が，

故北岡靖男氏に生前聞いた所

使う仕事につくには，採用

点程度は必要だと会社は

である。他に見所があった

には懐か

訳者の

の創

によると，

試験時に

考えてい

としても

であって読む

と の受

飼教授は指摘

がっていない

読み飛ばし式

真のコミュニ

あれ測りき

，聞くの学習をやりなおさな

験は無意味」と考えていると

している。英語の処理速度が

と言うことである。鳥飼教授

の速読などの重要性とともに

ケーション能力をどんな試験

れるものではないと指摘して

い

鳥

上

は，

，

で

い



る。テ

不可欠

ストで測れる英語能力ととも

であると指摘する。誰であれ

大学教育 第 号（ ）

に知識が

大学の英

りあえず満足

学生にとって

な状態とは限らない。山口大

，速読訓練は の点数ア

学

ッ

語の先

といっ

読，多

いう点

宋の皇

できる

たりよ

生であれば同じ御意見だと思

ても，人に選んでもらった知

聴で得た知識，どちらが価値

もある。前者は科挙の受験者

帝だったか，これを読めば科

というテキストを編纂したの

ったりの進士ばかり出て，官

う。知識

識か，多

あるかと

のために，

挙に合格

だが，似

僚の堕落，

プに要り，多

のに要ると言

よく学習者に

に多読には，

練には無い楽

かコミュニケ

に届かせるの

読は英語で交流する素地を作

えよう。多読は英語文化を効

するからである。さ

多くの人にとって退屈な速読

しさが得られる。学習者を何

ーションの取れるくらいの状

に何が 番効率よく安上がり

る

率

ら

訓

と

態

で

王朝の

せるの

．多

公開

度入学

は

滅亡を招いたという史実を思

である。

読すれば速読できるよう

されている資料をみると山口

生 名中 点以

名（約 ％）である。

い起こさ

になる

大学 年

上到達者

準備授業

あろうか。イ

に音声教材，

が手に入る昨

ては多読を

語多読研究会

が完全に把握

が実際にはそ

実で目の前か

ンターネットで無料ないし安

視聴覚教材，携帯音声再生機

今ではあるが，初期段階にお

優先させた方が有利だと

では言っている。耳で聞いた

できて，再現できれば問題な

うではない。印刷された文は

ら消えない。場所も選ばない

価

器

い

英

音

い

確

。

を 月

試偏差

が高く

ングを

は

で文章

受けて， 月の初旬に受験す

値の高い医学科，獣医学科等

点前後である。 の

している会社 のホーム

点取れるには，訳さずに毎分

を読めることが必要とし

（丸善

英語学習ダイアリー」鹿野

るが，入

の平均点

トレーニ

ページで

語以上

ている。

「 ・

晴夫）。

発語の速度を

ているが，本

あるいは，発

めるようにな

なくても聞き

吸収できる。

ら大学入学時

して 万語

調整できる再生機器等も登場

は手軽に自分の速度で読める

語の速度上限を上回る速度で

る場合もある。 分舌がすべ

取れなくても英語が早い速度

ともかく日本の大学生が中学

までに触れる英文の量は語数

（多くても）もないというのが

し

。

読

ら

で

か

に

，

の運用

を聴き

の問題

ても，

のであ

学の英

外な

は，語彙や文法の力より先

能力が問われている。設問は

取り，訳さないで早く読まな

を全部回答できない。しかし

話せない，本を読めない人が

る。 方，英語が満足に出来

語の先生など）は， の

く を越えるし，ある英

に，英語

早い英語

いと多数

点取っ

出てくる

る人（大

点数が例

人教授が

英語多読

知識をフル回

ことが果たし

自然な例に触

のが結局は早

語， 万語

読すれば，英

していかなけ

法の指摘である。少ない英語

転させて頭で作文して応答す

て適切であろうか。たくさん

れて，それをすなおに吸収す

道とするのである。多読

と目標を取り敢えず設定して

語の力をつけていく過程でこ

ればならない英語に接した時

の

る

の

る

万

多

な

間

「

人でも

なら

ファ新

角行之

は，英

その人

， を 割取るのは

難しい」と語ったというがイ

割は取れるのであろう（講

書「日本語ができれば英語も

著）。 点数がある程度

語ができるという状態の 部

の英語力が当人や関係者にと

イギリス

ギリス人

談社アル

できる」

高いこと

分であり，

って，と

を能率良く埋

圧倒的に多様

が広い。興味

耽って行くだ

て行く。何よ

る。別に多読

以上を取れる

めていける。音声教材より本

で，個性に合わせて選択の範

の持てる本を選べれば，多読

けで英語に接する時間が積も

り自学自修がしやすい分野で

をしなくても， で

人がいるのは確かである。今

は

囲

に

っ

あ

点

回



多読を

の人も

始めた 点（理学部 年次

， のラジオ講座を聞き

英語多読

に取得）

続けてき

． 英語多読法の状況

たが，

とのこ

言って

科 年

人と

も早く

あった

ペーパーバックスは読んだこ

とだった。多読に使う本が

結局参加しなかった 点の

次に取得）も，多読したわけ

も帰国子女ではないが，読速

，それぞれ毎分 語と毎

。山口大学では を受

とがない

幼稚だと

人（医学

ではない。

は 人と

分 語で

験する前

今回行った

大学助教授

究会及び日

従っている

の頭

人用の本を使

こなせる絵本

英語多読は，酒井 秀電気通

を中心とする 英語学習法

本多読学会の方式，ノウハウ

。 とは，

文字を取っている。いきなり

うのではなく，その時点で読

，レベル別読本（使用語彙を

信

研

に

大

み

段

に

ついて

の 人

い。カ

点

なりに

この人

中学生

準備講義で， のス

いけるように自学自修訓練す

がいつスピードを獲得したか

ナダへ 年留学していた 年

未満， 準備講義未受講

多読していたが毎分 語で

は，留学時あとからやってき

が，それこそハリーポッター

ピードに

るが，こ

は知らな

生（

）は自分

あった。

た韓国の

などを自

階的に増やす

学生用副読本

（それまでの

読み進めたい

ルの低い所か

の語数を，参

ず 万語，

のが，前述の

外国人対象の読本），英米の

（絵本に近い）から読み始め

英語成績の良い者に取り，早

のは人情であるが）あえてレ

ら読み進める。会員が数えた

加者が加算して行き，取り敢

万語と読むシステムを整え

古川氏である。なぜ 万語

小

，

く

ベ

本

え

た

分に比

しまっ

プはで

になる

をどう

でコミ

分で読

コミュ

べすいすい読んでしまうのを

た。速読訓練だけで の

きるだろうが，誰でも速く読

訳ではないように感じる。多

向上させるかは興味深い。ま

ュニケーションをとるときせ

み終わる文章だけ読んでいて

ニケーションの長丁場に耐え

目撃して

点数アッ

めるよう

読が読速

た，英語

いぜい数

，実際の

られる持

万語かと言え

励みになる区

万語と桁数

とは明白であ

教授の電気通

大，成蹊大，

関西大，大分

専門学校（東

ば，個人差もあることであり

切りということである。しか

が違う読書量の効果は大きい

ろう。この多読授業は，酒井

信大学を始めとする大学（都

平成国際大，順天堂大，道都

県の看護大学など），工業高

京，大分，浜松，沖縄），中

，

し，

こ

助

立

大，

等

学，

久力が

の 月

冊

大学教

に言わ

と読速

点

ていた

つくであろうか。多読授業開

初旬，今回の多読授業のた

の購入費を予算化して下さっ

育センター長に，報告をまと

れたので，あわてて簡単なア

の測定を参加学生に依頼した

の学生の読速は多読後，さらに

のである。点数の低い学生も

始 月後

めに読本

た渡邉正

めるよう

ンケート

。すると

早くなっ

遅い訳読

高校で行われ

採用している

ある。千葉大

校 年修了で

れ機関）にも

いる。 多

でいるグルー

うな方法で多

ているが，国立大学で全面的

大学はない。選択と言う扱い

学の先進科学教育センター

学生を飛び級入学させる受け

，課外用教材として設置され

読以外にも多読運動に取り組

プがある。独立に個人で似た

読をしていたひともいたと思

に

で

（高

入

て

ん

よ

わ

モード

してい

言えな

する。

から直読直解の読速が 倍

並みの読速毎分

たのである。母数が少なく，

いが，興味深いデータと思う

になり，

語に到達

傾向しか

ので報告

れる。最近

教授が

（ 教

参考に日本で

教授

いるらしいが

では米南加大・

と 主 張 し て い

授の の理論

も各所（ 天王寺国際仏教大

など）で多読の試みが行われ

，詳細は知らない。）。また古

る

を

学

て

く



は夏目

多読

漱石も 現代読書法 （明治

乱読を勧めているそう

大学教育 第 号（ ）

年）で

である。

全山口地区

た。人数オー

学生と保健学科学生に呼び掛

バーになったらどうしようか

け

と

し読め

る。も

ことだ

読は，

初心者

もちろん唐土の孔子様

ば意味が分かってくることを

っともこれは難解な文を繰り

が。それはさておき，いつの

上級者が武者修行に出る類と

には無理なように考えられ

も繰り返

説いてい

返し読む

間にか多

考えられ，

るように

無用な心配も

しい人まで

メールした。

いで下さい。

議もあったが

たのは大学

あったからで

したが，高得点者から英語の

適正規模の人数が集った。数

「ウザイから，メールを送ら

スパムで訴えますよ」という

，今回これだけ人数を集めら

にこういう教育支援システム

あろう。なお，多読講義を初

苦

回

な

抗

れ

が

め

なった

にも英

英

らえれ

式で

代英語

て中学

多読し

が，上述のように多読を行え

語を苦手とする者にも可能

語学習法研究会のサイトを閲

ば直ぐ分るが，多くの社会人

万語以上の多読をしている

が，低空飛行であった人，事

で英語を習えなかった人達も

，継続している。 が

ば初心者

である。

覧しても

がこの方

。学生時

情があっ

参加して

点以上，

てから知った

充保国際セン

冊位あり

部 年生前期

を指導されて

等を利用さ

だ。継続率

のだが，工学部図書館には宮

ター長が在籍した頃に購入し

というレベル別読本

， 講師（非常勤）が工

に英語リーデイングとして多

いる。ただし，読本の巻末問

れて学生に質問されているよ

の高い 方式だともっとみ

崎

た

が

学

読

題

う

や

英検

然な表

例では

むよう

た時点

た人間

をする

語！ペ

級といった人も，参加して，

現が身に付くと報告している

，中学 年生が，ペーパーバ

になったと言う。従来，大学

でペーパーバックを読めるよ

が何％だったろう。筆者が下

よりも，ちくま学芸文庫「

ーパーバックスへの道」酒井

簡単で自

。極端な

ックを読

を卒業し

うになっ

手な要約

快読 万

秀著を

すい本，他社

本の選択の範

伴う勾配をな

ない」。問題

読み始めたほ

． 多

のレベル別読本も揃えて，読

囲を広げて，レベル間の移行

だらかにしていて，「問題は

に答える時間があれば別の本

うがましであるからである。

読法実施の効果

む

に

し

を

読まれ

筆者

かく筆

多読本

から英

た。栄

糖質及

たい。

も実は 万語以上読んでい

者も多読をしてみて，多読授

の購入を提案したのである。

語の上達に必要不可欠とみな

養学で言う 大栄養素，蛋白

びビタミン，ミネラルに当た

る。とも

業ないし

多読は昔

されてき

質，脂質，

る。薬が

多読の効果

パンタイムズ

イ ト 「伊

精読方式では

レベルまでい

に対し，やさ

のにかかせな

が出るのは遅い。しかし，ジ

編集局次長伊藤サム氏が運営

藤 サ ム 英 語 の 世 界

で「訳

確かに，多読より早くある中

くが，そこから先が伸び悩む

しい多読は上級レベルを目指

い。」と書いておられる。難

ャ

サ

」

読

級

の

す

し

本当に

を作っ

根本的

群を作

卒業ま

なろう

斉メー

効くかどうか，偽薬を投与す

て薬効を検討するのと，栄養

に違うはずだから，報告のた

る気は全然なかった。もっと

でしなかった学生は自動的に

。今回は，メデイア基盤セン

ル送信システムを用いて，英

る対象群

摂取とは

めに対象

も多読を

対象群と

ターの

語多読を，

い文章ではな

まないと

言されている

パンタイムズ

しい本を読む

る。

く，やさしい文章をたくさん

の訓練につながらないと

。時間がかかるのである。ジ

の新人記者には背丈の 倍の

ように指示されているそうで

読

断

ャ

易

あ



とは

め 月

言え，予算のた

の間の変化報告

英語多読

が必要

間の間

かと言

の参加

がった

験する

で大部

となった。 月

で何が変わった

えば， 割がた

者の読速が上

。 を受

ための準備講義

分の学生が出来

ていな

多読が

ようだ

速は，

語を処

映して

せいぜ

か読め

かった速読を，

向上させている

と言いたい。読

どれだけ早く英

理できるかを反

いる。訳読では

い毎分 語でし

ない。聞くとき

も訳し

か

話され

い。ま

ただき

最高点

た。

計 人

ていては，毎分

ら 語で普通に

て分るはずがな

ず図 を見てい

たい。 の

数と多読開始前の読速の関

年生 人， 年生 人， 年

のデータである。宇部の医学

係を示し

生 人，

部学生を

特に指導はし

数は であ

ス分けは，少

ない。全学年を合わせた相関

った。これで英語レベルのク

し無理なようであるが，高得

係

ラ

点

加えて

に

ンギン

語彙

読ませ

い目を

明した

英語

例数を増やしている。全員

準備講義を受けている。

社の という現在

，語数 の物語を読ませ測

る前に， 行当たりせいぜい

動かして，直読直解していく

（日本実業出版社「今日から

万語」古川昭夫・河手真理

年次前期

読速はペ

型だけで

定した。

回くら

ように説

読みます

子著，酒

者は確実に

読むには毎分

いる。

度毎分 語

速読の要領も

を使用して指

分 語を超

長年

読速が早い。 を最後ま

語のペースが必要とされ

準備講義では，現在，発声

の音声教材が提供されている

，数百語の長さの「長文」教

導されているはずであるが，

えたのは 名中 名であった

を受験するための学習指導を

で

て

速

。

材

毎

。

し

井 秀

ていな

人は，

を超え

分るが

めない

語

監修）。要領を説明する前の読

い。要領を説明しても

人の例外を除いて読速が

ていない。筆者も多読をして

，「慣れないと早く読もうと

」のである。 英語多読

を超えれば英語に慣れている

速は測っ

の低い

毎分 語

いるので

しても読

では毎分

者として，

ている鹿野氏

点以上取るの

同様に

われる毎分

（ ％）であ

を取っている

では多読は，

（前出）によると，

に必要なのは毎分 語であ

点以上を取るのに必要と

語を超えたのは 名中

った。現実に 点以

のは 名中 人（ ％）であ

読速にどう影響したか。

る。

言

名

上

る。
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触量が今まで少

かったせいと推

な

定

する。さらに，

こには示してい

いが，毎分

から 語以上

躍進した例もあ

た。 は

点だそうで，読

こ

な

語

に

っ

ん

でいるのを観察

ると，ぱっぱっ

視線を動かして

んでいる。

を読んだ

学 年もそれく

いの速度で読ん

いるようである

す

と

読

中

ら

で

。

図

る。多

点

は多読前と多読後の読速を

読 ヵ月後，同じ文章を読

の高得点者から 点台の人ま

比較であ

ませた。

で 名中

とも言えよう

である。筆者

語だったのが

ただこればっか

は本人の感覚な

で，好きなよう

させるしかない

慣れの効果があ

が，目の動きが早くるのは確

自身，告白すれば最初毎分

，多読後，毎分 語になっ

り

の

に

。

る

実

て

名

比べ総

来なく

る多読

の人数

んと報

語

だった

（ ％）の読速が向上していた

人数が減っているのは，（

なった者，医学部保健学科で

参加者と読速を報告してくれ

が差し引かれているからであ

告してくれた者は 名であ

以上は多読開始前が 名中

のが多読後は 名中 名（

。図 に

月末現在

もしてい

ない者）

る。ちゃ

る。毎分

名（ ％）

％）に増

いる。やりす

ので，縦書き

いである。と

まで読速をあ

の様にみえる

はいないが，

ずがなかろう

ない。同時に

ぎると目が勝手に横に動き出

の文章を読むのに苦労するく

にかく多読は上級者から初級

げるのに効果があるのは明ら

。他の要因があるのかは調べ

そもそも多読して効果がない

。ましてや逆効果になるはず

，アンケートで英語の本を読

す

ら

者

か

て

は

が

ん

えた。

読速が

伸ばし

語に伸

分

速度が

が，

点線で表した対角線より上に

向上している。毎分 語か

た 点の高得点者と毎分

ばした 点の者まで伸びて

語以上の者は 点以

ほとんど変わっていない者

が 点以下であり，英

ある者の

ら 語に

語から

いる。毎

上である。

名がいる

語への接

だ効果につ

かった

た。 点の

肯定しなかっ

になったと答

あるがわず

点数

いて尋ねると，読速が上がら

点以下の学生以外は肯定

学生も楽しくなったそうであ

た学生でも英語になじめるよ

えている。使える語彙の問題

か 月間で，履歴書に書け

点以上を取れる基盤がで

な

し

る。

う

は

る

き



た，あ

中学高

るいは感覚を知ったことにな

校の英語教師の研修会で，

英語多読

る。 方，

英語学

る。卒業要件

読にだけかけ

の 点を通るのに，直前，

て通ったという者もいる。だ

多

が，

習者研

に読速

語

たまた

ていた

前述の

教師向

究会員が多読を紹介した際，

を測ってもらったら， 分以

）かかった方々が半分いたそ

ま読速が遅い悩める教師が多

可能性もあるが， を

鹿野氏の主宰する民間教育機

けの速読教育プログラムを提

同じよう

上（毎分

うである。

数参加し

活用した

関でも，

供してい

どれだけ継続

人で多読をす

のかもしれず

て多読させる

測定，アンケ

学生も忙し

で，責めるわ

しているか把握していない。

るというのは，なかなか難し

保健学科でも週 日学生を集

時間を作る必要がある。読速

ートに全員協力的とは言えな

い合間に多読に参加している

けにもいかない。すでに多読

い

め

の

い。

の

の

るので

のため

校の英

ば

例では

国際セ

を学内

ある。 英語が使える日本人

の戦略構想によれば，今から

語教師の目標値として

点（読速毎分 語）だそうだ

ないのだろう。また，山

受験用教科書を編纂された

ンター長は，かねてから多読

で開いていた。多読が上級者

の育成

の中学高

であれ

から特殊

口大学の

宮崎充保

セミナー

への路だ

効果を信じて

る。

酒井先生は

生の読速を監

本を易しい本

スによる失速

せている部

いるから，時間が惜しいので

，ストップウォッチを持って

視する。読む速度が遅ければ

に強制交換する。オーバーペ

も警戒する。筆者が，多読を

屋は，図書室みたいでストッ

あ

学

，

ー

さ

プ

からで

か出な

語多読

しては

かった

が

思って

なかっ

ある。しかし，継続する学生

かった。だから多読 原則

を支持して下さった。今回の

， 低得点者を失速さ

かということである。英語難

万語読んだのだから，誰でも

いたし， 点数を予め

た。自分で読んだ本の内容も

がなかな

の 英

反省点と

せはしな

民の自分

読めると

調べてい

冊数が多

ウォッチによ

いし，同日に

でそこまで手

のレベル別読

方針を立てさ

内（毎分

れているとみ

てくださいと

る計測はしにくいのでしてい

講義 コマを別に抱えている

をかけられなかった。レベル

本で読速を計測させ，自覚さ

せた。語数は 位で， 分

語以上）に読めたら，英語に

なされ，学習計画も自由に立

なる（ 出版「読書記録手

な

の

せ，

以

慣

て

帳」

すぎて

ことな

英語多

と思う

含める

義最終

て 名

じてい

とても頭に残らず適切な本を

どできなかった。厳密に言

読授業方式からはかなりはず

。それでも，本だけ借りに来

と， 人以上は継続している

日は，出戻りさん，新規の学

の参加であった。予想以上の

る。さらに筆者の所属する保

すすめる

うと，

れている

る学生を

。多読講

生を含め

成果と感

健学科で

古川昭夫著）

れに越したこ

のが毎分

スで読めと言

であればレベ

下だとレベル

覚で行う。本

題練習，レポ

。本は，毎分 語で読めれば

とはないが，普通楽しく読め

語から 語である。自分のペ

うことである。毎分 語以

ルを上げても良い。毎分 語

を下げる。上げ下げは自分の

文，序文を読むだけ，巻末の

ート提出などはせずにひたす

そ

る

ー

上

以

感

問

ら

も，筆

掛けて

による

り，楽

しい。

（ 月

をそれ

者の所蔵本を教室に置いて多

いる。専門英語を教えている

と，多読をしている学生は読

に読めるようになったと言っ

また，昨年度，多聴（数ヶ月

間）をした 年生が，

までの 点から 点に向上

読を呼び

同僚の話

速があが

ているら

）と多読

の点数

させてい

読み続ける。

他人をじゃま

る。文法学

りした後，“

大学出版で整

た学校の場合

た生徒は，次

集中力が落ちたら無意味なの

しない限り何をしても自由で

習は としては，多読をか

”ケンブリッ

理することを推薦している。

，多読開始 年目で 万語読

年度に 万語を読めるとい

で，

あ

な

ジ

ま

め

う



経験則

を詰め

を得ている。 月末に多読の

込んだ「教室で読む英語

大学教育 第 号（ ）

ノウハウ

万語」

る。多読は有

大学英語には

効な英語学習法で，これから

必須な方法論だと信じる。こ

の

の

「

うであ

ングを

矯正す

るが，

導でき

を超え

万語多読入門」と言う本も出

る。音の方は，英文なしでシ

行い，カタカナ音を本来の英

る。昔自分も出鱈目にやった

発音のチェックを筆者が俄仕

るはずも無い。これは自分の

ているので，ここから先は学

版するよ

ャドーイ

語の音に

ことはあ

込みで指

守備範囲

生に選ん

まま暴走して

中学高校にお

運動し，英語

があろう。酒

伊藤サム氏は

の意見募集に

い英語多読本

意見を述べさせてもらえれば

いて，多読させるように大学

入試なども再構築していく必

井助教授やジャパンタイムズ

，文部科学省の中等教育分科

投稿して，中学高校に「やさ

を配備すること」や，「中学

，

は

要

の

会

し

の

でもら

発音指

紹介す

に関与

想に基

開始

うことにした。筆者には斬新

導「 式 音練習帳」鵜

ることにし，さらに，

された 枝幸夫早稲田大学元

づき，北岡俊彦氏が昨年 月

した

を勧めている

を 素材にし，聴き

に思える

田豊著を

の創設

教授の発

から運営

。

取った文

教科書に

はやさしくた

れている。も

れるべき高次

なる。大学入

スト

度は から

る。高校生が

をつけること」（講談社「英

くさん」伊藤サム著）を提案

し実現すれば，大学で本来行

元の英語訓練への移行が可能

試センターのリスニング試行

では，発声の

語で 並みだそうで

万 千人受けて，平均点は

語

さ

わ

に

テ

速

あ

を入力

る。

ン 文

完璧に

上相当

取る

相当，

き取る

すると を通じて自動

段階の構成で，ニュースのヘ

を書き取る 段階目が 分以

できるようになったら

， つのニュースを述べる数

段階目が終わったら

複数のニュースを 時間以内

段階目を越えられれば，

採点され

ッドライ

内にほぼ

点以

文を書き

点以上

に全部書

割ちょうどに

しくないよう

語の先生の話

高校生は稀だ

より早い速度

はありえない

聞き取れる人

普及するきか

なっている。内容はそれほど

だが，掲示板で教えてくれた

だと，毎分 語以上で読め

ということである。読める速

の英語が聞き取れるというこ

。多分今の大学生に聞かせて

がどれだけいることか。多読

っけとなるかもしれないとの

難

英

る

度

と

，

が

こ

点以上

数はあ

いくよ

けを聞

ない所

と思わ

階を超

ろう。

相当と判断できる。この

くまで目安であるが，正誤問

り，多読多聴して自然な正し

きながら，このように時々，

をチェックしていく方が自然

れる。自分の の点数

えたか判れば，学習の助けに

の受験回数を控えて

の点

題を見て

い英語だ

聞き取れ

な学習法

がどの段

なるであ

，原書購

とだったが。

他大学を探

首都大学東京

単位が全てな

学と同じよう

ある点数取れ

落ちついた

索してみると，いろいろ話題

では， 時，英語を含めて必

くなると聞いていたが，山口

に，入学時のレベル分け試験

ば英語授業の免除 自学自習

らしい。山口大学では， 月

の

修

大

で

に

の

入に予

選択に

．多

学生

間で報

算を回すことができよう。後

任せる以外にない。

読を普及するための提案

に多読をさせて予想以上の成

告できたのは幸いだったと

は学生の

果を短期

思ってい

がクラ

業免除になる

に集中すると

れば，自学自

はずであるが

免除して，勉

る気であるが

ス分けというか，前期後半の

。英語教員は指導が必要な学

いうことである。高得点者で

習が多読多聴の方に向いてい

， 点そこそこの学生を授

強を続けるのか。要は個人の

，大目標がないと継続しない

授

生

あ

く

業

や

。



年で

く下げ

点近く取っても， 年で

ていたということになる。

英語多読

は 点近

英語多

点

毎分 語から

未満の学生で，遅い訳読速度

直読速度の毎分 語に上が

の

っ

読のよ

読本を

は，こ

る。今

育支援

を活用

うに楽しいことは継続できる

学生の利用しやすい形で提供

のような隙間を埋めることに

回，文部科学省から「特色あ

プログラム」として山口大学

した英語教育」が採用され

と限らず英語教育全体に対

。多読用

すること

もつなが

る大学教

の「

たのは，

する改革

た例をみると

さらに楽しく

たのは非常に

学入学者のレ

個人について

させる学習

かったと思う

，有効なのは間違いないと思

なったとアンケートに応えて

重要である。少なくとも山口

ベルでは問題ないと思う。筆

言えば，従来型の日本語を介

法は楽しくなく全く向いてい

。我儘といえばそれまでだが

う。

い

大

者

在

な

，

を率い

ると思

間に上

を与え

のに多

が，エ

れとも

させる

る旗手として山口大学が期待

いたい。さて， の点

げるのに，教員が選別したエ

る方式は有効であろう。読速

読が有効なのは間違いないよ

ッセンス方式の後，多読に入

始めから多読をさせて

時期を遅らせる方が有効かは

されてい

数を短期

ッセンス

を上げる

うである

るか，そ

を受験

議論の別

映画で

を聞いたりす

れるより，英

整理した方が

国語力があれ

意味はふっと

書で指摘する

がある。全員

と言う表

ると文法を習ってから英語に

語にたくさん触れてから文法

いいと強く思う。しっかりし

ば，辞書を引かずとも，単語

浮かんでくる。酒井助教授が

ように英和辞書の訳語には問

が多読するだけで，意味が分

現

触

を

た

の

著

題

か

れる所

想とす

ること

多

ちの話

できる

ないか

（選択

であろう。後者が 英語

る多読講義であるから，筆者

は前者の単純な多読である。

読をして を受験して

では， 多読だけで 点

が，それ以上は文法復習等が

という。 英語多読を推進

ではあるが）受験塾 の

多読の理

のしてい

社会人で

いる人た

位に到達

必要では

している

古川昭夫

るようになる

間を区切れば

何も同じペー

整理させれば

榊原英資慶

が の英

で日本語を介

かという疑問は当然起こる。

確かに個人差が出るだろうが

スで走る必要はないし文法書

問題は生じないと思う。

応大学教授（元大蔵省財務官

語放送「英語でしゃべらない

さなければ英語が学習できな

期

，

で

）

と」

い

氏の話

精読的

績に差

ば，

点

もっと

年度入

いし意

では，塾で多読だけをしてい

な英語授業を受けている生徒

はないようだと言う。 万語

点， 万語で 点，

位取っているようだという話

も は東大理系への入学

試で 位の塾で，生徒達の学

欲はハイレベルと言える。

る生徒と，

の試験成

読ませれ

万語では

も聞いた。

者数が

習能力な

実は 点

位なら，止め

冷たく聞こえ

までも自転

「英語だけで

は違うが）誰

と学習戦略を

にこだわる者

として置いて

た方がいいとしていたが，

ても補助輪をつけていてはい

車に乗れないのは事実である

学習していけば，（到達レベ

でも英語ができるようになる

説明しても，いつまでも日本

は，大学であるから本人の選

行くのも止むを得まい。大学

見

つ

。

ル

」

語

択

入

の学生

た。

な大学

井助教

足して

多読の

うな例

も多読はしていないが

方，受験競争的には未開発の

，学校でも，多読は行われて

授を会長とする日本多読学会

いて，授業方法についてのノ

有効性について検討している

を引かずとも現実に山口

出身だっ

学生が主

いる。酒

が昨年発

ウハウ，

。そのよ

大学で，

試センターリ

ても明らかで

の育成のため

も既に見切り

が使える日

ページにあら

が受験時に考

スニング試行テストを聞いて

あるが， 英語が使える日本

の戦略構想に従って文部科学

発車しているのであろう。英

本人の大学の入学案内，ホー

かじめ大書しておけば，受験

えるであろう。逆に英語を必

み

人

省

語

ム

生

修



科目か

う。履

らはずすという選択もありう

歴書に の点数を書か

大学教育 第 号（ ）

るであろ

なければ，

い。活用させ

本を置くだけ

る必要がある。山口大学に多

では問題は解決しない。多読

読

本

面接も

か何か

ない。

択させ

所属す

単位

してもらえない時代である。

が許さないなら，変更を願い

その上で全ての学生に英語の

るのは，英語教員というより

る学科の教員の責任であろう

があるかぎり多読講義導入が

大学省令

出るしか

授業を選

，学生が

。

躊躇され

を設置してい

かけて（最初

帰省学生が帰

る環境作りが

学のない町

る。究極的に

が文部科学省

ない他大学にも，もれなく呼

は中国 国 州地区だけでも

省先の大学図書館を利用しあ

必要である。しかしそれでも

に住んでいたら事実上無理で

は，酒井助教授や伊藤サムさ

に提案した「中学高校に多読

び

），

え

大

あ

ん

本

る理由

がある

のであ

授が電

したら

口大学

ように

に関し

の つにどう成績評価するか

。本当に読んだか証明できな

る。多読講義をするならば，

気通信大学でしているように

優という方式で行くしかない

では，教員の勤務時間が裁量

，学生によく説明したら，学

ては裁量性でいいのではない

という点

いという

酒井助教

全部出席

のか。山

性である

生も英語

かと思え

を設置するこ

べきである。

ルの英語演習

結局，

クスして楽し

の日本人が英

済んでいた時

と」を大学が連合して後押し

そうすれば大学でもより高レ

ができるはずだ。

英語多読の 番の特徴は，リラ

く行うということである。

語をしゃべれればそれで何と

代はとうに過ぎた。少なくと

す

ベ

ッ

部

か

も

る。

るので

をつけ

わって

数の上

慮する

向上し

る。境

を受験すれば 応結果

ある。受けた の点数

るのも難しい。 の運

きた北岡俊彦氏によると

下を絶対視するのは問題で，

と 点以上の変化があれば

たと信じて良いことになる

界線をどう引くのか難しいで

が出てく

で優良可

営にかか

の点

誤差を考

英語力が

そうであ

あろう。

英語を好き

は適している

て誤解してい

のある方は，

るか 英

に直接御問い

く厚かましい

方にも大学の

にさせるのに 英語多読方

と思える。 英語多読につ

る面が多々あると思う。御関

酒井 秀助教授の著書を読ま

語学習法研究会（日本多読学

合わせ願いたい。今回，仕方

のは承知で投稿したが，学外

紀要ではあるがこれから投稿

式

い

心

れ

会）

な

の

を

どう

整備を

言われ

い英語

英

が

了して

か多くの学生が多読できるだ

お願いしたい。データが不足

ても，多読と多聴は 大栄養

学習に欠かせないものである

語多読では，英語が苦手だっ

万語どころか 万語（概算

いる例が何名も報告されてい

けの本の

であると

素に等し

。実際に

た社会人

だが）読

る。厳し

依頼してもい

今回の多読授

方の英語教育

ればこそ実現

業の開始にあ

大学教育セン

ター主事，宮

イモシー経済

いのではないかと思う。また

業は，山口大学英語教員の先

に対する深い理解と積極性が

したと思う。終わりに，多読

たって御尽力いただいた渡邉

ター長，岩部浩 大学教育セ

崎充保国際センター長，武本

学部助教授，学務部の方々，

，

生

あ

授

正

ン

テ

学

い情勢

分して

う。そ

算を集

つ問

ること

が，バ

下ではあるが，傾斜生産なら

ゴーサインを出す価値は 分

んなに予算はかからない。こ

中して 挙に整備してはと思

題点がある。それは休暇中に

が困難なことである。せっか

イト，クラブ活動だけではも

ぬ傾斜配

あると思

の場合予

います。

多読をす

くの休暇

ったいな

生への直接の

たメデイア基

介していただ

る多読法を発

助教授はじ

日本多読学会

た学生諸君に

働きかけを可能にしていただ

盤センターの方々，多読法を

いた北岡俊彦氏，誰にでもで

展させた酒井 秀電気通信大

め 英語学習法研究会およ

の方々，参加して楽しんでく

感謝する。では， 英語学

い

紹

き

学

び

れ

習



法研究

めると

会の学習者掲示板に会員が投

きに使う挨拶で終わろう。山

英語多読

稿して締

口大学で

学生が 人でも増えることを祈って，では，

英語を楽しむことを覚え，異文化交流できる （医学部保健学科 助教授）


